
令和６年９月２５日 

旅客船事業者の行政処分等の状況について 

                              関東運輸局 運航労務監理官 

（１）行政処分等の年月日 令和６年９月２５日 

（２）事業者の氏名又は名称 東海汽船株式会社 

（３）処分等の種類 警告 

（４）原因となった事故等の概要 

令和６年７月２４日、東海汽船株式会社が運航する旅

客船「セブンアイランド愛（以下「本船」という。）」が

乗客１１６名を乗せて東京港竹芝桟橋から式根島へ向か

う途中、油圧系統のトラブルが発生した際に、乗組員に

よる機関操作が適切に行われなかったことにより航行不

能に陥り、漂流する事故が発生した。本船はその後タグ

ボートに曳航され、漂流開始から約２０時間後、大島岡

田港へ着岸した。 

（５）処分等の内容 

以下に掲げる措置について、令和６年１０月２５日ま

でに当局あて文書にて報告すること。 

① 経営トップは、法令に違反した事実に対する再発防止

策を策定し、適切な安全管理体制を確立すること。ま

た、安全管理規程第４条に基づき、関係法令及び安全

管理規程の遵守と安全最優先の原則を徹底及び重大な

事故等に対する確実な対応について主体的に関与し、

安全マネジメント態勢を構築すること。 

② 安全統括管理者は、安全管理規程第１７条に基づき、

関係法令の遵守と安全最優先の原則を社内へ徹底する

とともに、安全管理規程の遵守を確実にすること。 

③ 運航管理者は、安全管理規程第１８条に基づき、船舶

の運航管理及び輸送の安全に関する業務全般を統括

し、安全管理規程の遵守を確実にしてその実施を図る

こと。 

④ 運航管理者は、安全管理規程第２１条に基づき、安全

管理規程の内容に変更が生じたときは船長の意見を十

分に聴取し、遅滞なく規程の変更を発議すること。 

⑤ 運航管理者及び船長は、安全管理規程第２９条及び運

航基準第５条の２に基づき、運航中止基準に係る情

報、運航の可否判断並びに運航中止の措置等について

確実に記録すること。 

⑥ 経営トップ及び安全統括管理者は、安全管理規程第４



５条に基づき、事故処理（原因究明及び再発防止策の

策定までを含む一連の措置）に際しては、事故の原因

の究明を最優先に実施して現場におけるリスクを明確

にし、運航再開前に必要な再発防止の措置を講ずるこ

と。 

⑦ 安全統括管理者及び運航管理者は、安全管理規程第５

０条に基づき、運航に携わる全ての職員及び乗組員に

対し、安全管理規程、関係法令その他輸送の安全を確

保するために必要と認められる事項について、理解し

やすい具体的な安全教育を定期的に実施し、その周知

徹底を図ること。 

（６）違反点数付与状況 

違反点数 １１点 

（うち輸送の安全に関する違反点数 １１点） 

 当該事業者の累計点数 １１点 

 


